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｝わが国における社会保障制慶とし冥の働ぐ婦人の母性

保護は多，も労働基準法漣勤労婦人福祉法㌶母子保健法な・ど

4〉諸立法によりその保護規定が定められズ》Yるガ ・

1労働基準法による母性保護条項球ヂ第61条r労働時間　

および休日一，、第62条」深夜業の禁止』，第6＄条÷危険

有害業務の就業禁止r第65条一産前産後の休暇ヰジ第

66条一育児時問一，第67条一生理休暇一か、らなるピa　l』“

鱗郷御法では涕9郷て一妊娠中および臆
後の健康管理に関ずう配慮および措置マとして妊婦の通

院緯舞時賜璽勲て鱗第手♀郷驚
娠し輝込噸：墜鑛㊨翼→．強定隙聯り‘’ま

沸懸㌫鰹鞭便籍轡r（芦揖脚
の規驚献あるσ ・エ画 　…』・ 一　　　　．｝
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また・紳磯灘ほ1聯解谷母齢すべての
児齢塵や聾雌巌二畝∫敵ら殖ご11ぐにかん
がみ，尊重婆匙換f〉銀護さ燕．豪ξ辣建ならなヤ～←2とじ1

国醜舩姻餌，薄麟ぴ畷庭郷継噛児の健
康保痔嘉まび増進に努める責任がある≧明らかにされて

いる。具体的には，妊婦相談，母子保健ば幽する鋪識の

極働嘩騨柳搬曝騨瞬学夢る・
以上識会購繊に潤纏蜘母騰護雌働1
購たウ㍉現行上昏鰍｛セ幌諸物醐点があ恥、い
♪労働基準法では，・．前述の保護規定が簿めら塵ては》・る

魁初翻塘勅φ弱ヤ唖零綱蘇融嘩鯛
合の弱ヤ、ところではレ・．こ．れらの規定の基準以下の場合も

訪る「‘；，しかし状鋤脇約歌て磯継φ峠嘩準

碧改菩し， 牽前産後外暇多渾間堺ギ等り癖型鳶有してい

騰禦脚脊轡鞭型り騨
韓た勘蜘入鰍灘第瞬ql峰とも瞭騨：
主ぼ」・∴・努力 じなければなぢないζ1と“ち努力目標を示

　　　　　　黙とF』　　　　　　　　　　　　　容ぞ舷 摂鋲　i……

畔業婦みの妊娠時におけ昼忌蔦∴r』二鯛

健麗群関菊解、、ン、
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　　・△熊 ▽・じ癌ので飾の翻樹は塾穂な賜r髄漣院
　　　　　、ン沃…　　　休暇，通院時間の保障，勤務の軽減燐部搾ゑ鵜与録陣1こ
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、
r（・獣 1 ．：・ も・

、い、 』曳 5

　毎子保健法は，母子の健康の緯持， 単準璽禰りに具体

的内容が現庫さ塵て鱒灸摂㌧把寿自治俸脅零艇鰐隼う）と

こ繍天咳靱，嫉銘、璽牌筆勲私嵩・
　以上のように母性保護に関する規定には，』多くの問題

が残されているが，労働婦人の問でぼ種翁ゐ珠・日的な母

鯵護撃解ま怨つ禦騨薄降羅薫騨差
騨館参騨遡轡、鱒？麟・二、．賭鰍職鱗
婦人そあっても・自営業に従事する婦層声労鱒婿杢蔚愚

魚が？勝騨階嘆興勲，蓼竪鱒鞍聯8
窄璋勅蝉諮囎ざ解鱒鵜煮勘7応認
脚ε繭螂入離洗：・野嘩法担噸、熱燕1

社鯵曝夢哩蝉岬墜要ヒ、融ラ璽現
聡で夢も託

…マ、・礼ご 禦シ
・；」

三≒1 1己㌧、：㌦

ll、鰭響撰一叫塵も灘も轡そ麹、麺断
齢雛が天きく∵懸購、櫛管署碗讐鱒
題にづいては，充分に把握されてヤ｛なり・。そこで，われ

われは自営業に従窮する婦人の特に母性保護上問題彪な：

る妊騨の健黙膨鯉の蝉をi把励るごとを畷

学塀査騨磐ので報解 △・☆
　皿∵罰象。方法 、1　　　 1　、、1：き薄1

　昭和51年・52年の2年問に愛育輝院IFて出産した塵婦i

l纏塾郵送によるτソケート調査を行った・．、ト1
　、その結果・有効回収は839例・鳳収率は57・2％であっ．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1為o羨》・一ハ

　839例のアンケート調査に病歴調査項目を加え，計55

囎力蝋る調査艦づいて麟評お職鯉熊
た」壌計には宜哲AO88bo／3200’ωε」7）』“を使用・び

た。
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　皿調査内容
　調査内容は下記の四観点からなるε㌧・「

（1）　家族の状況

　　　世帯構成，世帯人員，世帯主（夫）6識彙1一爵

　　　象者の妊娠中の就労形態，経済状態など

　（皿）　姫娠中の生活

　　　初回診贈の撫肱騨飽の職、磯
　　　学級の受購の有無，妊娠中の食事の注意・睡眠

　　　・疲労，妊娠中の病気，産前休暇と就労め訣態

　　　など。

　（皿）　産科学的異常の有無

　　「灘あ雛賛び遡轡聯緋
（W） 産後あ生活　r

　　 ・建欝裟欝産鱗嗣轡二磯

一（・漁）姻）についてはア渉彦卜雌募目とし，

・（皿

喫聯目一と、属 （嘩参興と』．．、

　N 調査．結 果 ．、r ．、」㍑，：」 1γ 1、 1

　　　　　ヒ　　　、㈱回収8糊旛査分棚！象≧』¢嶺1れら対象839

僻妊娠中の就労状鰍紳鱒，呼て聯よ
嘩討を行づ掴r 』』レ．、

対鯖の騨灘継禦吻鵜 館簾賭
125例（14・9影）1働彊104例lq2．4影），無職610例

々217紛であっ握継・r自醗従瀦のうち，紳
家族の営む自営業を補動しているものをミ家族従業ミ1

対象者自身堺自』鴬業主φ場禽はミ独立自営モとした。各

ゆ例鵜溶塚灘鵜例（1L2％い雛自営31例
璽解）≦ 咳鱗陣塘）
7箪』ll表　対象者の就業形態

第2表 自営業の内容（対象者）
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家族125191512＄3794例従業　　　　　　　　　　　　　　％
　1 1・126・620・21・15・31。12，13．239，4100．0

独立033201012131自営

0．09，79。76，50．03，20．03．267．7100．0

　1　28　22　3　5　2　2　4　58　125例
計

　　　　　　　　　　　　　　　％　0．822．417，62，44．0エ，61．63．246．4100，0

①　世帯構成および世帯人員　（第1図，第3表）

　辱家族従業専群では，親や兄弟と同居七れ・お「非核

家族」の形態にあるものが28例29．8％i そして世帯人員

5人以上のものは24例25，β％と，他群に比ぺて有意に世

帯のサイズが大きい。　

　喬動労輻群 （注一共働き）では，核家族が78．9％，世

帯人員2人のものが71例68．3％と他群に比べ有意に世帯

のサイズが小さい，

第1図r世帯構成

　　
一 』

、』え』’ 怨盧欝蓑＝：雛緬

数1％
家族従菜 94刎 1L2％

独立自営1 3・卜 3．7

ノ勤 ラ箏llI

L無・　、bσ
』
』職・

・・41・
12，4

610
72．7

計 1 839例11・・，・％
、．額碧者、奪就労形聾別ド3家族従業聾群，　昏独立自営魯

費，t、歪脚労rマ群鉄 冷無職ヤ群の4群に分け，調査内容を、

検討した。（第1，2衷）

（工）　家族の状況

第3衷世帯の人数

　　1圏廻 5計マ、塑室

無』 ，1！1，魍號，玉膿

母 lll811131f、619嚥1轟411課
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千賀飽＝自営業婦人の妊娠時における健康管理に関する研究

〔

②年齢（第4表）　け　餌、　．難・
　ミ家族従業愚・，群では35歳以上のものが12例12．8％お

り礁欝弊奪齢の高いもの懸い・このことは・

後瀞繍網騰艦果より考紺猟ミ家灘黙
群では多子希望の傾向力あり　線産寡醜然高・くなるもの

と考えられる『一一
　　　F、h　　，Dρト　　　　　　　　　ー

第4表年　齢
＃e・
漆，戯＝一一
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轟識dlb　　　　　　　　　　　、、　　　％7．3　6019・“ド26‘6…彪濱6610

　③　経済状態 （第5衷，第2図）

　妊娠中の経緕抹態！が「楽だった」と感じていたものは

ミ繊鱗・群31例33・喚．心独韓鋒群12例38・7％・

働張群盟禰3，儒，晦駄舞麟例f9・吻砺り・
自営業従蛮暑謬2群£隼．匡薬だっだ爺ど感むて》・るもの

が有意に多舞診デ…τ滋　　　撮　覧

「毎月の衷天演βσ万円以王だったものは　　心家族従業ヤ

ー識吻融塑駈群19灘鞠労・詳23惚
“無駄撫晦ま糠万蘇礎ったものは，湶
族従業蒔群8．5％』　“独立自営雨群9．7％，　熱勤労昏群

工3，5％，　心無職ヤ群18．0％である。

　以上より，　奄家族従業聾群は他σ3．群に比べ収入の高

　　’こ　　　　ぐ＼㌧　、、 r　l　　　＝『宗ジ簿5表，繍糟r．；、、、ξゴ1， 　
．ら『ン

第2図毎月の収入についで

画
　15万【奪調　　　・
　」5｝3●耳轟嵯爾
　80卿5●万屍巳・
　”雇隅彪
　民』

冒、rく

轡曝襲茸駆劇
　　　311紫鎮

1　1　0　94例家族従業　　り磁　　　　　　　　　　　　　％　憲o・・h　　33jo　　64．9　　an　1．1　　r二1、1　　　0．0　　工00．0

　　　12　15－P2『　私＿1縣31r立嗜篇醸…1……1…li総ll戴鞭’蹴。

・　‘ 1 』66u3一”
＝＝………li610‘ま

・＝・㌔二　

0．2　100．0
計蹄1飾撒…1撫｝灘昼…ミ鍛11撫‡き縄㌦　　　22．4　　71．4　　　　　5甲2　　　．0．7　　　0．2　　　100．0

いものが有意に多かマな軌しカレ　冷容族従業専鑑きは

世帯のサイズが大きいこともあり，4群間における経済

状態の差巽はさほど大きくはないと推察される。

葉≧qf舞娠暫鐘』．卑 ＿層F 一 ＿一
．

①聴の初回瞭嘩郷第6舞）一廓，｝
　対象者の90．9％が・妊娠第・3・月以内比初回診察を受け

ているらだが，翅薦第4月以降の初回診察が，，　家族従

』業・群・2鱒8％貸弊糖群4例1～・漁噸労・
群1・働916籔縫群5卿・811％であリベ家族従

蒸激舶甑群鱗伽2灘比紬。卸回診察の時
期がおそ1くな漁者益多セ題塑がうっき死　　　　、込

第二厳鯉蘇φ時期、　』・， ，き．

㌧　ハ　』　 ㌔一 　　　一イ・い毛陛 し・・乙Q’い臼ド　　　　’■■覧つ　　　、■曽一1「〆－

ε．②、母親学級の受講（第．3羅図）冨，、f、｝献．〉碧，∬　

r「F 親学級の受講の状態は，麺去虻一度濁受講 じたご乏

・のなレもrのが！黛家族従業専群26例277％1，ド独立』自営等

鮮1一例35．5％♪勤労群顕例32汐％i…無駄群工17例

1982％であづた。桑独立自営　（～勤労群では他群．賦比

僥有意に受講しなか，づたものが多かち た6、’、　遅“

　受講Lながづた理由は「多忙のため」一力もめ家族従業蓄

．群76瀞％討避独立自営　群54溶％。冷勤労喜群7窺盗％疋

あった。　　　　 　 ”　　　　 　「諺・註ぐ“報li染

｝ ♪髭〕雛傘蜥月憾鷲
家殿業自賑じ

＝w乙
、一 7監2

委恥些一㌧櫻，％　r1117　　　．レ　1．1　㌧1♂

0．0． 『　100．0

独立盲営

％無，o　

，87り 1

1会畿幅ご¢1』、り9困3b弓　→並♂9＝1が5　0．0　　　

、0ポ0　㌧、・100．ρ

鋤券畢』．芸　　　　　90

翼1遜覆1錘
ゴ
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第3図　母親学級受謹の有無

対疎賓全爆

圏＝

（11斬2・

第5図　1日の就労時問

対象賓全体

r25 響
　　　　　5職闘、
　　6一監■鱒胃蹴一

　　　　　1．唖躍貼
　眩～　　　
　　　　　％

こ第4図 母親牽級を受けなかった理由・

　　　　　　　　　　　　．．

　まな，　桑家族従業専群のうぢ飲食店， 』製迭業牝徒事す

翻雅欝して栖ずそ璽1し下「多忙1

、，、菱 従黙1勤労誹ではr多忙」のだ齢受駅き1なが聯のが多かった・しがし・糊立曄群にお
いては11 「必要塗し」としたものが45．5％沿り他群砿比

i次擁に多かつ：た譜独舶営・．，諏お瞳畷報

iを受講りなかっ耀由が，1塚族従業．働労．群の
ll聖

多忙瞬鞭越漁・奪噸的砺
…㌧浄？ 1　F、・二い

・～一F；F…『③1娃娠中の就労状態と疲労

：濃、6、・騨労騨偶画’r 后呪
　妊娠車め『i日の就労時間が8時間未満であったもの

は，唖家族従業動群52例55，3％，冷独立自営ヤ群19例61．3

％i二』辱勤労も 群82例78二3％であった。、． ド勤労専群におい

て有意に18時間未満の就労のも砂が他の2群に比べて多

1かうた。．またよ一10時間以上の就労時間におよぶも’のは

1冷勤労ヤ群に，は皆無であり．，冷家族従業昏群2例2．1％，

融立自営ヤ群無分例6，5％あづたδ1また， 、嫁族従業》

群のみち飲食店に従礁し でい，る．ものの42．1％は8時間以

ら上の就労時間薫おっだざ、痛営業従礁者は勤労者斑比べ就

労時間の長いものが多い傾向にあった。　　　．二、、一、

　？休稗（第6図ン，、、、

’休憩が仕事中に直由にぐ1れたも㊨は， “家族従業勢濤

5吻53・2％・灘自営碑卿7・％≒猟』群噸

．52％ 舳にとれなかつ飾のは洛々2・・3％123
％ 41畷トであづた9　．．、．』　ヒ　 i

　桑独真自営昏群においては他群に比べ有意に仕瑛中の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、体憩が自由にとれたものが多い。

第6図　仕事中自由皆体憩がとれましたか、

竺　“　“　』い篤
　民A．

　O定期的休日（第7図）

　妊娠中に定期的休日があったものは，．塚箪従挙》、群

62例66，0％，奄独立自営勢群工7例54』ε％，r≒勤労』 群90

第碑r妊娠中休照あ舷 したか・

　　　　　1 』… 』匡i瞭’磁

箪焦従寮

独距o言

助　　勇．

燃雛席
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千賀他；自営業婦人の妊娠蒔における健康誉珪比関する研究

1．例86じ5％であ’ら、だδ，辱独立自営“群は他の2群に比べ定

期的休日のあっ充む鋤靖意に少なかづ麗』：渤労心群

では有意に多かった。　　1：ll嘗妖1；1』串ミ惜11rl庶　（』卜｝
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1第16図、＝産後の睡眠
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　⑳　産前の休暖’　　　 悲． 　　』［』
γ

　産前碓職休ん焼徳蜘基鞭の適用綬
　　ける心勤労廟群が，有意に他φ2群に比尋多い1

　　また，　辱家族従業冠群豫立自営← 群で峠内勤労昏

　群に比べ仕事を休んだも西が布意に少ない。

　休まなかづた理由は1 鳳家族従業藁 昏独立自営壱群

　　では「多忙」と「必要なし』があげ、られた。i l、？家族

　、 鎚業枇群ドおげゑ。f多に」嫉他群よ、堕有童爬多曳12

7）産科学的異常の有無

④満期産回数、

　満期産回数3以上のものは1　“家族従業働 幣無職聾

　群に有意に多い。

◎既往流産
　　噂家族従業≦．群1にお峡る流産が他群に比苓有意に多

　い。また，　『勤労呪一 群の流産も多い傾向にあ’らた。

0　分娩時の妊娠中毒症
　　桑家族従業勺群における妊娠中毒症例数が地群に比

　ぺ有懸に多い。γ、 ．　、 ぴ　　 ギ．

◎燈・手術 』』』』☆ゼ 1』、

▽一
　　“独立自営ヤ群において，吸引，．鉗子，．帝切などの

舩手勉例鞭鱒こ比噸麹喜あらた・
8）産後の鮨・ 翼1糞藁」㌃∫鼠、i・

④轍の休暖』胃』二等臥凶軍穏、、
　　鱒家族従業．　今独立自営ギ群にお停る産後あ休暇期

　　　　　　　　　　　　　　　マ いリド　ハの　間が，　“勤労曽群に比ぺ短が“もの示有意に多い。

◎産後の睡眠
　　騨ラ 群レ郷騨り星物・ヤ桑吻蜘に
　1麹免∫．．　　　　　　　　　　，、ご

、1就労形態によらて，各群に妊娠中の健康管理および生

活の状態の特徴が認められた。、 1・』適1い、 じ，、』．1 rド繊、「

・自営業従癖の妊産婦における健康管理粂生活の状態な

どの特徴を以下に要約する6、’』．1． 、ll亙．キ・i．じ』▽｝

ヂ家族従業ピ群では，④世帯構成，・人員よ りジ また満

期産回数，流産などからも多子希望の傾向がある。， 世帯
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千賀他＝自営業嬬人の妊娠時におけ欝健康管理に関する研究r

のサイズが大きく収入も多い。②初回診察の時期がおそ　，れたものが〃、渤労尋、群に比衆少な恥。、しか露菰就労中

轡もの伽㌔③1日の就労時間が働騨撚触醒強懸秦多拶轡歴熱
琴い餉喘る・また・舳に休憩でき為ものが他徽　噸立自獣恥1韓鞭賛糊鱒るが詐人
り少ない。定期休日，妊娠中の休暇がとれたものがミ勤　　の意志で仕事中の休憩など甫由にぎれ畜もりが多く，妊、

労尊群に比べ少ない。妊娠中に休暇力：と匁なかった理由訊」娠中の丁睡眠木足」くド・「疲労上力蓄iミ家鋒従業重群照塊費夕

としてr多耐をあ戯ものが他巌嚇郵3… 硫娠藩な聾ま齢磁学雛鋤しな糎由灯必動し」［

艘襲1不犀聯 噸麹鰹多い駒…嬉，露唾嫌瞬i韓鱒斗暑奪樋畷
2灘灘纏儲難雰鶏灘盤鷺懲聾懸碧讐惣鷺讐讐 1
り・働労・群に躯巌休脚間の短いも鯵無　鵬、窮鴬難慰銘酵麟鹸醜畝｛糊
以上のように豫族郷群の妊娠中の轍1嘩」繁騨雛鞭熱鞍満鞄垂産撫，、辮
ゆえに充分に休息で就妊娠中の健康管理に問題があ r懲の適瞭噸襲鱗瀬劔礁鱒麹の・＝
る。　　　　　　　　　1㌧rぐ罫』1．：㌧1 1△　と　　・1。敏知生活実韓が畢っている舜亀ク矯，r噸営寒に従凄する妊産、

熱独立自営・群は・①核家灘帯が多く1齢のサイ婦にはより一層充鄭だ翻ゐ鱒鱒が繋れ継まrr

嬰、騨購、古、妙粥⑦曜鰹受講噺し、西，、、鮮繍贈轡擁艇無ゆ爵聯
もの溜回瀕備期がお徹なるものカミ多い・礪学』甥柳醐定嚥用声1蜘醸鍵簿鯛關即
級を受講しない理由に「必要なし」をあげたもの参多　　見直』が必要ま南多≧考えら簸ゑる！ザ弘しと，最1門、r、1縫

い・③就労時聞藪1嚇淑卿♪鮪麟り騨時 ，f ，』なお網φ研究は馳毎辮害研究と聾て昭柳年’
問に及ぶものがいる。また，定期休白｝’『産箭あ休暇がど砂度ま δ行われだ。墨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
　　　　　　　　　　　　　　　　「妊娠と健康についてのアンケート」・ rヤ£」膨寄障マ‘へ；中r冠ンき翻ぎ・l　G「〔

〔記入方法〕潴する記号に○印をお書きくだ概又腔醜吻そ梱鱒撮顔簾容ゐ勘麟略近』
　　　　　い答をえら在でください。　　　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　”停　タ ・　∫

エ）妊榊めこ灰つ硬繭き瞳iぢ添鍬ご嘩勃；il猶1寵響ン ド∫

　1）妊娠中の家族構成はどうなっでいましたかg　　　　 　　》』 1こ 帰．1；

　　　　・糊2夫醗子姉毅矯襯鋭勢・4筑梗醗拠躍翻避羨癬縦粟畏
2）家族＆全責轍譲麟灘葦轡翠購貯1轡饗穿気響鯵認、，，禦1

3）住居の住爽蝋噂嚇でしだが謬1瀞縮触づう・総渉磁骸光馨贈飢讐）今回繍働繭めて病麟8だ鯛喚し醸幟以飛含ゆ磯ぎ栖㍉〉b i＝

li

鰍　　　　1　妊娠第3月まで　　2　妊娠第・4～6《月＝ぐ3〆む妊娠第ブi月以降 　4　．お産の時

5）妊娠中の定期健診の回数はどのくらいでしたか・ 　ゴ　』』機熱郵∫こ 1』溶眠（費
　　　　1　1拗丹11回以上受けだ1、｝二2）！時袋受けた　　3し’d穂3二回程度受嫉だ潟、4：受嫉な恥づ聡（∂ε・
　6）妊娠中の健診を定期的に受けられなかづた人は次もお書き慈おさし鮎　1・避慰』 i叛澱1・ ＝猷娘火・・；継鰍なε』

　　　　1　必要ないと思っていたから　シ2 1仕癖が忙じくて受け傷れな加うた 蚤薄∫三蓄：の他．（具体的燈拶 ωδ
　7）今までに母親学級を受けました力塁・瑞 ミ・　鯨内熱　ε　捻・バ∫！一．象一

、．
1増i一守夢1：』1海ii（雛

　　　　1　はい 　　r　　　　　　　　　j 邸i「f’▼厚裾　　0

　　　　2　いいえ【8）理由　1　必要がなかづたから

　　　　　　　　　　　　　3　知らなかった　　4
9）妊娠中食審について特に気をっけましたか。

　　　　1　気をつけた（どのように

　　　　2　気をつけようと思ったができながった
10）妊娠中牛乳を飲みましたか。　　1　毎日飲んだ

11）妊娠中の睡眠時間はどうでしたか。　　1
12）妊娠中は疲れましたか。　　1　非常に疲れた　12
13）妊娠中， 病気をしましたか。

　　　　1　妊娠前から病黛だ6た（何の病更

　　　3ふだんと変らなかった

　　　　2
充分とれだイ顎“2建少、した粉なかづた

、、）

ご主気、，糠瓢謝騨騰顯舞舜、lt，、議

1　自営業曜痴騨丙容担↓に

2．勤め【16）内容
3　その他（　　』

三．

　　　）

　丁凱驚ε一へs1 T（醒｝～1一仁）陀敦謄継
　21仕事が忙む）如ζ受喚られ溶1かiうた、㌧ 捻謙（藤
安静●入院のため 51や讐1灘導課』

　　　　　　　　：「』i「　　　　） ＝

　　　　　　　　　　）1・
駅働だ矧全然鯛献う1た’観蛮．敷
　　　　　　　　　　　　｛31 ∫i だ惣・変渇救眺
疲れやすかった　　3　疲れなか1づた』で麗期≧蘇（融』

欝議偽む・：繋瀞 1：1麟1濃1
　　　　　　　ミ　3：しなガミらL・た ∫　；ヨ瞬一　猷『（／δ

類、ふ饗鑓爺鍛寄
　　　　ぺら、沁、Σ≧∫∫：ζミ“；12i演蝋1豊㍉
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・17次妊娠中は，。あなたはどんな仕事をしていましたが。
　　　　、、瓜ぐご主人灘．しく、は寒族の仕事Q手伝い｛坦）内容一

『 r』㌧
1・ ．、㌔ パ　：べ　 ぐr ご、 』ヌ

1乙 二・一
准人嫁族と剛鴨鴬鵜…・「・一・ン【19）内容．

、、 』』 二、 l 　、・チ
ド・1

窺，｝契、』言画！あ⑳弊…に」』1〆 1．｛ン：、、1．匹

　『、
、、』r、 』・、 』．．

二＼』’、ド．．、．』才

　　　　4Lな11し　　　T』　　
、｝ 　　　　　　　　　

、

で21）・妊娠中ゐ経済状態にづb文どのよ15に感 じていましたか乙　・・［1’㌧1・∴

　　、．ll有』1ン楽葦った帆12づぶ？こうだラた、　亀．苦しレ・けれども何とかや簸準∵』4　苦しかった、』

㌍》ぐ零磨り毎月の収入はおま5占筈どρ孟らいでしたか。
　　　’nφ万昧跡一2＝・・種加朱満 3・5樋加輔”ダ30γ50加縮

5一

訪円麗
　　　メや（年収120方未満）1ζ年疲f2bんi80方朱満〉（年収180～360万未満）（年収360～600万未満）（年収600万以：L〉

皿）妊娠中に家亦以外の仕事をしていた人の場合，’・23乍27もお書きく ださい。

、23）』1日 a幽膿間はど璽く1らレ頸レ効｝づ1 1・ 　　へ嗜
　　　、、1・

、
＄騰聞未満　　2、．．‘8守10時問恭満、．3　10時間以上－

，

紹燃を豪1鰻蹴墾豪ぎ感・1
．1 賎い

11

哩
』『』』』二1㌃・f二定期的に休みがあづだ⊃’“2P「、時安休みがあった　　3　全然休まなかった

’12β）じお産龍に仕塵を休みま レなか臥障．

　　　　’ユー休んだ（どのく らい　　． 貝間） 、

◇縁蝋発？噸榊ll，・ぎ 魏轡ゲ2．僻讐釜鰍轡桝う存
　28）出産した前後に誰がに手伝ろrごむら専、ましたか5 　　 1こ」　㌧　　＝　 　　 「　1 1．　 ∵』　、　　　 ン』

＝ 〉1♪ ＝： 1、1 しに．い【29〉期間：、 工 1ゴで・ユ：週間未満 ．，」2　； 僧2週度未満　　．3、2～3遷間未満

　　　　　　　　　　　　　4　、＄．渾聞賀2力耳未満　．5　2カ月以上】

　　　　2　いいえ
皿）産後のことについてお開きします。1．　　　1ぐ、、：・．， 　』・ r
鋤）産後の健診は受けまし．たか（当院以外を．含埴て）ξb・

　　　　1　は　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　、1
　　　　2　いいえ【き1）理由　1　必要ないと思ったから　　2　仕事が忙レく て豪サられな疹？た 1ン　，

　　　　　　　　　　　　　3　その他（　　　　　　　　　　』）
】、

』こ％）産後頃どのぐらい仕事を体みま レたか。（家事労働磧のぞく〉1　　』 、い、
　　　　）1躍間未満，・ 二欺a磁 醐未満．』1．：叙4、醐γ2力麻漁 』潅、匿媚嘩こ
　33）産後の体の調子はいかがですか。　　1　よいと思う　　2』、よくないと思ラ 1 ㌧．・ k1苧．』二．一 、

硫
　34）産後しばらくは疲れましな炉妬　　（ユ．非常に疲牲た　　2　痩劃た．ぞ3、痺牲なか？な
　35〉睡眠時聞嫡ξうでし為かむ揖隔患 ：恥．なりた』二2’．少し足り塗がマ孝』亀、異り凄がヴたき

　　　　　　　
、

』　・1．三．　言、、＜ご協力ありがとうございましなる〉

W）カルテよりの病歴調査項目　　　　　　　　　　　　　・．1’

　36）妊娠中の貧血 ；1 Hb値くエαPgタ10ドO）9／d4　2・（9．9～9．0）9／dε 3 F8』99／d8乍
　37）妊娠中の妊娠中穣症＝1　軽症 F2’1重症』△ 1　 ∴

　28）切迫流早産 31 ’切迫流産乙‘ζこ・21訟切追早産・ン、31切迫流早産
　39）出摩時年齢＝1　～19歳　　2　20～24　　3　25～29　　4　30～34 5　35歳以上 　』1　 』　㌃

　40）分娩週数＝1　～31W6T　　2　～35W6T　　3　36WIT以上
　41）経産回数1（満期産回数 38WOT以上）』＝（・ 　　 〉回　　一』’ 』1－1・　 　 ”：、毎　 ！』・∫

　し42）早産回数＝Cll．ヌ』』＞回　r 、 ∴（：：．

　43）　死産回数＝　（　　　　　　　）　巨1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　、 　　 　　　、　 　1　し　． 『，〆』』．

　罎4）流産回数；（　　　）回　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご爪㌧
　45）人工妊娠中絶回数＝（　　1 ）回・『・r 』、

．　　 　 ∵　　　　』、 』、．
f ∴、L・・一 r』一

く』

　46）分娩時の娃娠中毒症＃1’、1 1軽症　 2・』重症　＝1　　』・1
r『

』　『　　5r ・1 』』∴ ∴「・』

　47〉’分携時の貧血＝14　あ、り・（Hb値10，9g／dJ以下）』・r ：』」　」　　＿∫…｝ 二
』’1i』 、r 、　！、1 』ぎ．、

　48）胎位異常＝’i1 ’llあ・り＝・』・　r1　　、；。 　　　 　「：　　 1［・1｝ ∫1 　＝　　　、∴、一、∵阜、i、l　e；．、

　49）胎盤異常＝1　前置胎盤　　2　胎盤早期剥離　　　　　　　　　　　　ハ・ 　』　・1・1△㌧ 1『ジ 愉

50）出血多量＝1　500m似上
51）処　雌：1ブ吸引矩②
52）児体重＝1～1000g
l畢3）児の異常こ1　死産　　2

i製）母体死亡；1　あり

55）産褥の異常：1　感染

2「 1，000mご以上

鉗子　　3　帝切1；．
「＿
　　　ド　　　　．・＿．．・崔、ン1、・、　　c

2～25009　3125019以上　4、双晦、・、1・、
、．．

・

仮死　　3　24時問以内の死亡　　4　3以外Φ新隼兎葬重．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て」 』一：r期
2　その他
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